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１．研究計画の概要 

独自開発したモデル BEAMS のアジア地
域における検証を充実させ、1km メッシュの
CO2収支解析を行う。検証は、これまで入手
できなかったアジア地域の最新の地上観測
データを使う。必要に応じて、モデル構造の
発展やパラメータフィッティングにも着手
する。近年、より高い空間分解能で連続的に
観測できる衛星センサ（Terra/MODIS 等）
が打ちあがったので、それら最新の衛星観測
データを用いて、日本を県単位で、アジア地
域を国単位で、CO2収支量を評価する。 

 

２．研究の進捗状況 

 今年度までにデータ整備、モデル検証、
1km メッシュの試計算を終わらせた。そのた
め、最終年度はモデルの本計算と行政区分ご
との炭素収支量評価を行う予定である。 

 

３．現在までの達成度 

 今年度まで、各年度の研究計画に沿って順
調に進んでいる。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 予定通り、モデルの本計算と行政区分（地
方別や県別）の炭素収支量を集計し、気候パ
ラメータとの関係を解析する予定である。現
時点で来年度に向けた準備は全て整ってい
る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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